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（著書）

１．Living Arrangements
of Women and their
Children in Developing
Countries
（和訳：開発途上国にお
ける女性と子供の同居形
態）

単著 平成7年10月 開発途上国の女性と子供の同居、家族形態
をWFSならびにDHSのデータを使って実証的
に検証した。国連の専門書として出版され
た。

２．人口大辞典 共著 平成14年6月 人口大辞典は、日本人口学会の編集による
人口問題に関する辞典である。国際人口移
動の将来についての展望を述べた。
担当部分：第2部第6章5，国際人口移動の将
来展望（査読付），pp.219-222，日本人口
学会編

３．Levels and Trends
of International
Migration to Selected
Countries in Asia.
（和訳：アジア諸国にお
ける国際人口移動の動
向）

単著 平成15年1月 アジア地域における国際人口移動の現状と
パターンについて、歴史的見地から再検証
した。国連の専門書として出版された。

４．Global Movements in
the Asia Pacific.
（和訳：アジア太平洋地
域における国際的な移
動）

共著 平成22年1月 アジア太平洋地域の国際人口移動のパター
ンを概観したうえで、国連の国際人口移動
の問題に対するアプローチをまとめたも
の。
担当部分："International migration in
Asia and the Pacific: Key features and
the role of the United Nations"（和訳：
アジア太平洋地域における国際人口移動：
主な特徴と国連の役割）, pp.27-36,
Pookong Kee・Hidetaka Yoshimatsu編

５．Handbook for
Improving the
Production and Use of
Migration Data for
Development
（和訳：国際人口移動統
計の作成と利用のための
ハンドブック）

共著 平成29年7月 国際人口移動統計のデータソースの紹介
と、それぞれのデータソースの特徴や限界
についてまとめた。
担当部分："Chapter Ib: Data Sources"
（和訳：第Ⅰ章ｂ項　データソース）,
pp.19-24

６．Handbook on
Measuring International
Migration through
Population Ceusures
（和訳：国勢調査を用い
た国際人口移動の計量に
関するハンドブック）

共著 令和4年 国連が発刊する統計専門書。総合的な監修
を務めた。

（学術論文）

１．"Men, adolescents
and youth: unmet needs
in family planning"
（和訳：男性、青年と若
者－家族計画の必要性
－）

単著 平成5年6月 アジア太平洋地域の家族計画のUnmet Needs
について、特に男性、若者に焦点を当てて
分析した。

２．"When refugees are
women"
（和訳：難民が女性の場
合）

単著 平成9年10月 女性が難民として国外に避難を求める場合
の特異なメカニズム、また、支援を行う際
に特に必要な配慮について論じた。
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３．"Economic
interactions of
migrants and their
households of origin:
Are women more reliable
supporters?"
（和訳：移民とその家庭
の経済的相互作用：女性
はより信頼できるサポー
ターか？ ）（査読付）

単著 平成11年10月 タイにおける人口動向の顕著な特徴の1つ
は、女性の国内移動が増加していることで
ある。都市部で経済的機会が増えることに
よって、より多くの女性が国内を移動する
こととなった。本稿では、ジェンダーの視
点から、移動者と残された世帯の世帯間の
お金や物資の移転について検討した。

４．"International
migration in Eastern
and South-eastern Asia:
a regional overview"
（和訳：東および東南ア
ジアにおける国際人口移
動）

単著 平成12年3月 東および東南アジア地域における国際人口
移動の現状をまとめた。

５．“国際人口移動” 単著 平成13年3月 グローバルな視点から、国際人口移動の傾
向、現状をまとめた。

６．"International
migration"
（和訳：国際人口移動）

単著 平成13年 ジェンダーの視点から、最近の国際人口移
動の現状をまとめた。

７．"Activities of the
United Nations in the
field of population"
（和訳：国連の人口分野
における活動）

単著 平成13年12月 主として、国連人口部の活動を紹介。

８．"International
migration for
education"
（和訳：国際人口移動と
教育の関係について）

単著 平成15年 教育程度と人の移動の関連について述べ
た。また、世界的な留学生の増加、留学先
の国の変化についても考察した。

９．"Migrant
remittances in
Thailand: Economic
necessity or social
norm?"（査読付）
（和訳：タイの国内移動
者の送金行動－経済的必
然が、社会慣習か？－）

単著 平成15年9月 国内移動者の送金は、家庭の経済にさまざ
まな形で貢献している。本研究では、タイ
における送金行動に関連する社会経済的要
因を検証するとともに、送金先の世帯の生
活水準に送金がどの程度影響しているかに
ついても分析した。

１０．“International
Co-operation in the
field of international
migration”
（和訳：国際人口移動分
野における国際協力）

単著 平成16年12月 国連を舞台に、国際的な人の動きを国際社
会がどのように捉え、どのような課題に直
面してきたかを振り返る。

１１．"Addressing the
Social dimensions of
international
migration"
（和訳：国際人口移動の
社会学的考察）

単著 平成20年3月 国際人口移動がもたらす社会的な影響につ
いて考察した。
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１２．"Remittances:
Implications for
development"
（和訳：開発の視点から
見た移民の送金行動）

単著 平成20年10月 東および東南アジアを事例として、海外か
らの移民による送金が、マクロ、マイクロ
レベルで社会にどのような影響を及ぼすか
について論じた。

１３．"Chapter II.
Health"
（和訳：第二章　健康）

単著 平成22年10月 ジェンダーの視点から、最近の男女の健康
の動向をグローバルな視点から考察する。

１４．世界人口・住宅セ
ンサス計画-国連から見た
世界の国勢調査事情-

単著 平成27年7月 2010年世界人口住宅センサス計画の紹介と
まとめ。

１５．国際人口移動の世
界的潮流と受入国、送出
国の人口動向への影響

単著 平成28年6月 国際人口移動の主な動向を概観したうえ
で、移民受け入れ国、送出国それぞれの人
口動向にどのようなインパクトがあるのか
を考察する。

１６．論考：国際社会か
ら見るジェンダー統計の
進展

単著 平成31年3月 ジェンダー統計をめぐる最近の動向を、国
連を中心とした女性の地位向上やジェン
ダー平等を目的としたと力むとの関係から
考察した。

１７．"Chapter 4:
Producing Gender
Statistics at Local
level:The Case of Mito-
city,Japan"co-authored
with R.Gotoh and
others.

共著 令和4年 茨城県水戸市の事例をもとに地域レベルで
のジェンダー統計の可用性を考察した。エ
ビデンスに基づく政策立案（EBPM）のため
に、自治体が持つ統計データの充実が不可
欠であると主張する。

１８．21世紀の国際人口
移動－初頭20年の地政学
的考察－

単著 令和5年9月
（予定）

21世紀に入ってからの国際的な人流の動向
を、地政学的変化とあわせて考察した。

（その他）

１．世界へ届け、日本の
国勢調査

単著 平成22年5月 巻頭言。国勢調査は国連がコーディネート
する世界的なプログラムであることをア
ピール。

２．寄稿“世界の女性と
子どもの健康”

単著 平成22年12月 World's Women 2000 の研究より、女性と子
供の健康の動向をグローバルな視点から紹
介する。

３．国際連合統計部の仕
事とは

単著 平成25年8月 国連の中でも、もっとも古い歴史を誇る国
連統計部の仕事を紹介する。

４．新しい世界人口・住
宅センサス計画の幕開け

単著 平成27年4月 2010年世界人口住宅センサス計画の始まり
にあたっての巻頭言。

５．世界の女性2015が描
く女性の今

単著 平成27年7月 本稿は、最新の統計を用いてジェンダー平
等の現状と動向を、国際比較を通して把握
しようとするもので、５年ごとに再版を重
ねてきた国連の出版物World's Womenの2015
年版の紹介も兼ねている。

６．持続可能な社会の形
成に求められるジェン
ダー平等

単著 平成28年10月 新たに採択された持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals, SDGs）
にどのようにジェンダーの視点が反映され
ているかに言及した。

７．地方大学の学長とい
うアイコン

単著 令和4年6月 女性学長をめぐる国内外の現状分析を目的
とした研究プロジェクトの一環として開催
された女性学長シンポジウムでの講演録。

「北京からの風に吹か
れて 世界の女性と子
どもの権利」，ウーマ
ンズネットらいず編
集，pp.36-44
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８．海外で働くというこ
と-国連勤務から見えた風
景-

単著 令和3年8月 日本国際秘書学会第29回全国大会における
基調講演。国連での勤務をもとに日本人が
国際社会の中で直面するコミュニケーショ
ン上の課題について論じた。

９．思春期の若者の健康
と権利－グローバル・イ
シューとしての課題と挑
戦－

単著 令和5年3月 国際社会における若者の健康と権利に関す
る議論の変遷をグローバルな視点から振り
返る。

１０．SDGsの理念と企業
活動との統合

単著 令和5年1月 SDGsという国際公益のためのコンセンサス
を企業が利用する理論的根拠について考察
した。

（学会発表）

１．"The 2010 Round of
Population and Housing
Censuses: A Global
Review"
（和訳：2010年世界人
口・住宅センサス計画：
世界での実施状況）

- 平成25年8月 「2010年世界人口・住宅センサス計画」の
総合的考察。

２．「What is Census?」
-At a Time of Changing
Methodologies-
（和訳：「センサスと
は？」－変化する調査手
法－）

- 平成27年7月 センサスの調査手法の変化に伴う課題をグ
ローバルな視点から考察した。

３．Methodologies of
Population and Housing
Censuses:Experiences of
The 2010 Census Round
（和訳：人口・住宅セン
サスの調査手法：2010年
センサス計画期の経験）

- 平成27年7月 センサスの調査手法に焦点をあて、2010年
世界人口・住宅センサスの実施状況を総括
した。

４．世界における人口セ
ンサスの動向

- 令和2年11月 「2020年世界人口・住宅センサス計画」の
中間時点における計画の実施実施状況を把
握し、調査手法の変化をグローバルな視点
から考察した。

５．海外で働くというこ
と－国連勤務から見えた
風景－

- 令和2年11月 国連での勤務をもとに日本人が国際社会の
中で直面するコミュニケーション上の課題
について論じた。

６．思春期の若者の健康
と権利－グローバル・イ
シューとしての課題と挑
戦－

- 令和4年8月 国際社会における若者の健康と権利に関す
る議論の変遷をグローバルな視点から振り
返る。

７．人口が示唆する50年
後の世界

- 令和4年10月 左記テーマに関する50年後の未来を想定し
た社会変容等に関するスピーチ。

８．ポストコロナ時代の
国際交流－大学に今、何
が求められているのか－

- 令和4年11月 ポストコロナ時代の人流の変化を踏まえ
て、高等教育における新しい国際交流戦略
を提唱した。

９．グローバル化時代に
おける国際労働力移動～
協働への課題～

- 令和5年9月 グローバリゼーションの加速化とともに外
国人労働者が増加している現況に鑑み、日
本社会における外国人との共生、協働の観
点から課題を提示した。
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